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授業
形態 特殊講義

使用
言語   日本語 

題目  前近代ユーラシア東方の石刻史料の研究

 [授業の概要・目的]
前近代ユーラシア東方（中国本土、モンゴリア、マンチュリアなどを指す）の歴史研究において、
石刻史料はきわめて重要な史料群である。本講義では、この地域に残された多様な言語で記される
石刻史料のうち、質量ともに最も豊富な漢語の石刻史料を取り上げ、歴史研究に利用するための手
法を、実際に受講生が史料（京都大学人文科学研究所所蔵の拓本実物を含む）を読み解きながら学
んでいく。

 [到達目標]
石刻史料の史料としての特性を理解し、研究手法を学びとって、みずからの研究に活用できるよう
にする。

 [授業計画と内容]
１．ガイダンス（１回）
２．石刻学・石刻研究史の概観（２～３回）
３．石刻史料へのアクセス（伝統的な石刻文献を含めた典籍文献、新出史料集、ウェブ上のデータ
ベースなど）概観（２～３回）
４．石刻史料釈読（７～９回）
５．まとめ（１回）

※釈読する石刻史料は、担当者の専門分野の契丹（遼）・宋・金・元（モンゴル帝国）時代のもの
を中心に取り上げる予定だが、適宜受講生の関心に応じた史料を読むことも検討している。また、
担当者が勤務する京都大学人文科学研究所所蔵の拓本を実見する機会を設けるほか、できるだけ拓
影（拓本の写真）のあるものを用いるが、典籍文献（伝統的な石刻文献や地方志、文集など）のみ
に載せられているものも適宜取り上げる。
※基本的に以上の予定にしたがって講義を進めるが、回数など変更の可能性があることに留意され
たい。

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点及び達成度]
平常点（授業での発表など）50点、期末レポート50点

 [教科書]
釈読史料は、プリントなどを配布する。
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 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学習（予習・復習）等]
釈読する史料を指定してからは、受講者各自に読んでもらうため、授業前の予習を必須とする。

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


